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(百万円未満切捨て)

１．2021年２月期第３四半期の業績（2020年３月１日～2020年11月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年２月期第３四半期 14,795 △24.5 △648 － △608 － △1,168 －

2020年２月期第３四半期 19,592 △5.8 △893 － △838 － △1,275 －

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年２月期第３四半期 △75.88 －

2020年２月期第３四半期 △82.82 －
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年２月期第３四半期 14,684 6,814 46.2

2020年２月期 16,128 8,138 50.3
(参考) 自己資本 2021年２月期第３四半期 6,788百万円 2020年２月期 8,112百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年２月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2021年２月期 － 0.00 －
2021年２月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．2021年２月期の業績予想（2020年３月１日～2021年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,448 △16.3 △975 － △944 － △1,480 － △96.07
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　

TDnet002
スタンプ

TDnet002
スタンプ



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年２月期３Ｑ 15,597,638株 2020年２月期 15,597,638株

② 期末自己株式数 2021年２月期３Ｑ 192,494株 2020年２月期 192,394株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年２月期３Ｑ 15,405,191株 2020年２月期３Ｑ 15,405,246株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情

報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因によって、異なる結果と
なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（2020年３月１日～2020年11月30日）における我が国の経済は、世界的な新型コロナウ

イルス感染症の影響により経済活動が悪化し、先行き不透明な状況となりました。

当社が属するカジュアルウェア業界におきましても、商業施設の臨時休業や営業時間短縮、外出自粛による個

人消費の落ち込み等、経営環境は厳しい状況となりました。

かかる状況におきまして、当社は、緊急事態宣言が解除される５月下旬まで一部店舗で臨時休業、営業時間短

縮を実施しました。緊急事態宣言解除後は、営業時間短縮を継続しつつ全店舗で営業を再開し、お客様と従業員

の安全を最優先に考え、感染症拡大防止に努めながら「多くのお客様に信頼され、魅力あるお店」づくりをスロ

ーガンとして営業に励んでまいりました。しかしながら生活様式の変化、旅行・帰省などの外出需要の減少によ

り、客数が大幅に減少しました。EC事業におきましては売上が伸長しており、更なる強化を図るため11月に

ZOZOTOWNに出店をしました。販促施策としましては紙媒体のチラシ投函を削減し、インストアプロモーション及

びモバイル会員様向けのプロモーション、SNSによるプロモーションに注力しました。商品動向としましては、

天候要因により季節商品の販売が想定を下回りました。一方で女性向け商品の新ブランド「Howdy Marie（ハウ

ディーマリー）」などがヒットしました。また、ウィズコロナのアイテムとして、ホームウェアやツーマイルウ

ェア、マスクの販売が堅調に推移しました。

店舗数の推移につきましては、10店舗の出店、17店舗の閉鎖により、当第３四半期末の店舗数が、364店舗

（前年同四半期比18店舗減）となりました。

利益面につきましては、売上高が低水準となったことにより、売上総利益も大幅な減少となりましたが、売上

総利益率は商品供給リードタイム短縮による仕入コントロール、売価変更の抑制により、前年同四半期比2.4ポ

イント増となりました。商品の鮮度管理により在庫の適正化が進んでおり、商品在庫は前年同四半期比1,280百

万円減となりました。１店舗当たりの商品在庫点数も減少し、お客様がお買い物をしやすい売場の実現、店舗オ

ペレーションの効率化に繋がりました。

経費面におきましては、店舗数の減少に加え、広告宣伝費の大幅削減、営業時間短縮に伴う勤務シフト調整に

よる人件費の削減等により、前年を下回り、販売費及び一般管理費は前年同四半期比21.3％減となりました。

これらの結果、当第３四半期累計期間における売上高は14,795百万円（前年同四半期比24.5％減）となりまし

た。また、営業損失は648百万円（前年同四半期は営業損失893百万円）、経常損失は608百万円（前年同四半期

は経常損失838百万円）、四半期純損失は、収益性が悪化していると認識した店舗及び共用資産に関して減損損

失として262百万円を計上し、1,168百万円（前年同四半期は四半期純損失1,275百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ1,443百万円減少し、14,684百万円となりま

した。

流動資産は、前事業年度末に比べ1,116百万円減少し、10,545百万円となりました。これは主に売掛金が498百

万円増加した一方で、現金及び預金が1,687百万円減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ326百万円減少し、4,138百万円となりました。これは主に敷金及び保証金が

146百万円、建物附属設備が133百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ119百万円減少し、7,869百万円となりまし

た。

流動負債は、前事業年度末に比べ23百万円減少し、5,173百万円となりました。これは主に電子記録債務が930

百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が865百万円、未払金が185百万円それぞれ減少したこと等によるも

のであります。

固定負債は、前事業年度末に比べ96百万円減少し、2,696百万円となりました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ1,323百万円減少し、6,814百万円となり

ました。

これは主に、四半期純損失を1,168百万円、剰余金の配当154百万円を行ったこと等によるものであり、総資産

に占める自己資本比率は46.2％となり前事業年度末に比べ4.1ポイント減となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年７月10日付「2021年２月期業績予想及び配当予想に関するお知らせ」で公表いたしました業績予想に

変更はありません。

なお、新型コロナウィルス感染症拡大の影響が長期化することで、当社の経営に影響を及ぼすリスクがあり

ますが、当社の手元流動性に関して、2021年2月期第３四半期末時点において、44億円の現金及び預金を保有す

る一方、銀行借入金は無く、十分な手元流動性を確保しております。今後も、経費抑制や在庫水準のコントロ

ールによりキャッシュ・フロー管理を徹底し、十分な手元流動性の確保に努めてまいります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2020年２月29日)

当第３四半期会計期間
(2020年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,161 4,474

売掛金 498 997

商品 4,723 4,763

前払費用 229 217

その他 48 92

流動資産合計 11,662 10,545

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 71 67

建物附属設備（純額） 815 682

構築物（純額） 14 13

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 167 174

土地 173 173

その他 17 0

有形固定資産合計 1,260 1,110

無形固定資産 106 106

投資その他の資産

長期前払費用 80 64

敷金及び保証金 3,004 2,858

その他 17 2

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 3,099 2,922

固定資産合計 4,465 4,138

資産合計 16,128 14,684
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(単位：百万円)

前事業年度
(2020年２月29日)

当第３四半期会計期間
(2020年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,555 1,690

電子記録債務 1,152 2,082

ファクタリング債務 149 124

未払金 250 65

未払法人税等 139 116

未払費用 563 782

賞与引当金 70 12

ポイント引当金 20 7

店舗閉鎖損失引当金 21 96

資産除去債務 24 58

その他 247 136

流動負債合計 5,196 5,173

固定負債

退職給付引当金 1,638 1,674

転貸損失引当金 109 94

長期預り保証金 166 155

資産除去債務 733 694

繰延税金負債 61 41

その他 83 36

固定負債合計 2,792 2,696

負債合計 7,989 7,869

純資産の部

株主資本

資本金 1,617 1,617

資本剰余金 5,299 5,299

利益剰余金 1,307 △15

自己株式 △113 △113

株主資本合計 8,111 6,788

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 0 △0

評価・換算差額等合計 0 △0

新株予約権 26 26

純資産合計 8,138 6,814

負債純資産合計 16,128 14,684
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年11月30日)

売上高 19,592 14,795

売上原価 10,268 7,404

売上総利益 9,324 7,390

販売費及び一般管理費 10,218 8,039

営業損失（△） △893 △648

営業外収益

受取利息 3 1

受取家賃 226 219

その他 57 58

営業外収益合計 287 280

営業外費用

支払利息 0 0

不動産賃貸費用 201 197

店舗休止費用 － 20

その他 30 21

営業外費用合計 232 240

経常損失（△） △838 △608

特別損失

固定資産除却損 14 5

店舗閉鎖損失 6 9

減損損失 274 262

店舗閉鎖損失引当金繰入額 17 74

リース解約損 － 107

特別損失合計 312 459

税引前四半期純損失（△） △1,150 △1,068

法人税、住民税及び事業税 122 120

法人税等調整額 2 △19

法人税等合計 125 100

四半期純損失（△） △1,275 △1,168
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症による影響は、経済活動の回復までに相応の時間を要するものと思われます。現時

点で入手可能な情報をもとに、当第３四半期会計期間における会計上の見積もり（固定資産の減損会計の適用

等）については、当事業年度末以降、新型コロナウイルス感染症の影響が徐々に縮小していくことを前提とし判

断しております。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当第３四半期累計期間（自 2020年３月１日 至 2020年11月30日）

　当社は衣料品等小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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３．参考資料

商品別売上高の状況

期別 前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

前年同四半期比 増減自 2019年３月１日 自 2020年３月１日

商品別 至 2019年11月30日 至 2020年11月30日

メンズトップス 5,351百万円 4,274百万円 79.9％ △1,076百万円

メンズボトムス 3,758百万円 2,694百万円 71.7％ △1,064百万円

レディーストップス 2,562百万円 2,352百万円 91.8％ △210百万円

レディースボトムス 2,236百万円 1,584百万円 70.8％ △652百万円

キッズ 2,282百万円 1,871百万円 82.0％ △410百万円

その他 3,401百万円 2,018百万円 59.3％ △1,383百万円

合計 19,592百万円 14,795百万円 75.5％ △4,797百万円

（注）「その他」はインナー・レッグ、雑貨等であります。

　


